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ュタイン OC 94 
 
「哲学の目的は、言語が止まるところに壁を建てることです。 ヴィトゲンシュタイン哲学的機会 p187 
 
「言語の限界は、単に文を繰り返すことなく、文に対応する(翻訳である)事実を記述することは不可能であることに







































































態の単純な自動化された機能です - 私たちの認識と記憶とシステム1の真実とUA1を含む反射的な行為 - 機関1の理解 - 
と感情1 - そのような喜び、愛、怒りなど)、システム2、ゆっくりとした思考、ニューロンを精神化。つまり、テス
















































































































































































性に関する最近の3巻のものと比較することは興味深いはずです。この表は、S1 と S2 の間の多くの (おそらくすべて




















                   





























感情 メモリ 知覚 欲望 PI * * IA * * * アクション/
語 
原因は* * * * 世界 世界 世界 世界 マインド マインド マインド マインド 
に変更を加える 
 * * * ** 
なし マインド マインド マインド なし 世界 世界 世界 
因果関係自己再帰****** ない はい はい はい ない はい はい はい 
真または偽 
（テスト可能） 
はい 真実のみ 真実のみ 真実のみ はい はい はい はい 
公開テスト 
(COS) 
はい はい/いいえ はい/いいえ ない はい/いいえ はい ない はい 
記精神状態の説明を提供
します 
ない はい はい はい ない ない はい/いいえ はい 
進化的優先事項 5 4 2、3 1 5 3 2 2 
コンテンツを選択できま
す 
はい ない ない ない ない はい はい はい 
自発的スタート はい 
ない  
ない  はい ない  はい・いい
え 
はい はい はい 
認知システム 
******* 
2 1 2/1 1 2/1 2 1 2 
強さの変化 ない はい はい はい はい ない ない ない 




TT HN HN HN TT TT HN HN 
特別な品質 ない はい ない はい ない ない ない ない 
体の一部に局在 ない ない ない はい ない ない ない はい 
身体表現 はい はい ない ない はい はい はい はい 
自己矛盾 ない はい ない ない はい ない ない ない 
自己が必要 
はい はい/いいえ 違います 違います はい 違います 違います 違います 
必要な言語 
はい ない ない ない ない ない ない はい/いい
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感情 メモリ 知覚 欲望 PI * * IA * * * アクション
/ 
語 
サブリミナル効果 ない はい/ 
ない 




RB A/RB A A A/RB RB RB RB 
状況依存（CD） 
抽象化（A） 
A CD/A CD CD CD/A A CD/A CD/A 
シリアル（S） 
 平行（P） 




A H/A H H H/A A A A 
アクティブが必要 
記憶 
はい ない ない ない ない はい はい はい 
一般的なインテリジェン
ス依存 
はい ない ない ない はい/ 
ない 






















































































































知覚 : (「X」は真実です): 聞く, 参照, 匂い, 痛み, タッチ, 温度 
思い出:思い出して、夢を見る? 
 
















アクション(私は"X"真を作っています) : 演技、 話す , 読む, 書く, 計算, 説得, ショー, 実証, 説得力のある, 試みている, 
試み, 笑う, 演奏, 食べる, 飲酒, 泣く, 断定 (記述, 教育, 予測, 報告), 有望な , 作るか、地図を作るか、または使用, 書籍, 








































































































たように、最も難しいことです。(TLP #5、5563、PI 97)。 
 
クリプケの章には多くの良い点がありますが、混乱もいくつかあります。p165-6でのWの私用言語の反論についての
議論は、p 196-7で少し不明確なbutのように思えますが、この概念はWだけでなくHOTのすべての理解の中心です。
スターンは、おそらく私が彼の「ヴィトゲンシュタインの哲学的調査」で見たそれについての最高の議論を持って
います。クリプケは、彼が作ったすべての騒音にもかかわらず、一般的に古典的な懐疑的な形而上学的失態を繰り
返すだけで、Wを完全に誤解していると理解されています。 
 
「クリプケンシュタイン」や哲学を一般的に掘り下げたい人は、ほとんどの学術書や論文がlibgen.io、b-ok.org、
philpapers.org、academia.edu、arxiv.org、researchgate.netでネット上で自由に利用できるようになった懐疑論の見事
な解体であるReadとSharrockの「クリプケのコンジュリングトリック」を読むべきです。 , 
 
私は意識に関する章は非常に良い、特にp190 etを見つける。私用言語、クオリア、反転スペクトル、Wが行動主義
者であるという考えの反論に関するseq. 
 
彼の最後の発言を繰り返す価値がある。「これはどのような進歩であり、魅力的な謎は取り除かれましたが、慰め
に深いものは取り除かれっていません。何も説明されたり、発見されたり、再考されたりしていません。いかに飼
い慣らされ、感動的でない人が考えるかもしれません。しかし、おそらく、ヴィトゲンシュタインが示唆するよう
に、明快さ、神秘的、真実の美徳は十分に満足しているはずです。 
 
ホーウィッチは一流であり、彼の仕事は努力の価値があります。彼(そして誰もが)サールといくつかの現代心理学だ
けでなく、ハット、リード、ハッチンソン、スターン、モヤアル・シャーロック、ストロール、ハッカー、ベイカ
ーなどを研究し、幅広い現代的な行動観を達成することを望んでいます。彼らの論文のほとんどはacademia.eduにあ
りますが、PMSハッカーにとってはhttp://info.sjc.ox.ac.uk/scr/hacker/DownloadPapers.html参照してください。 
 
最後に、私がここで奨励した視点で、Wは現代哲学と心理学の中心にあり、あいまいで困難で無関係ではありませ
んが、シンチレーション、深遠、クリスタルクリアであり、彼を逃すのは可能な限り最大の知的冒険の1つを逃すと
いうことです。 
 
 
 
